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本稿では、私がこれまで取り組んできた「脳幹

と脊髄による歩行運動と姿勢筋緊張の制御機

構」についての研究成績をもとに、脊髄神経回

路網による運動と筋緊張の調節機構について考

察する。
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【1.はじめに】

動物が表出する全ての運動には、その運動に

最適な姿勢や筋緊張レベルが自動的に調節され
りつ

る。しかし、我タがこのプロセスを意識するこ

とは無い。脊髄損傷のみならず、大脳皮質や大

脳基底核、そして、小脳の障害によって誘発さ

れる運動異常には、必ず、姿勢や筋緊張の異常

が随伴する。体幹や手足の運動が脊髄の神経回

路網を介して発現されることを考慮すると、脊

髄レベルにおいて、どの様に筋緊張が制御され

るのかを理解することは運動制御のみならず運

動障害のメカニズムを考察する上で極めて有用

である。では、脊髄の神経回路はどの様に運動

と筋緊張を統合的に制御するのだろうか？

Ｇｌｅｎ、とDemment（1980）は、Posturalmus‐

cletoneisdeEIledastonicmusculartensionthat

peImitsstanding（姿勢筋緊張は起立を可能にす

る持続的な筋張力と定義される）と記述してい

る'。しかし、姿勢筋緊張を調節する神経機構の

仕組みについては、様々な神経疾患における運

動や筋緊張の異常を神経生理学的に説明できる

程度にまで解明されている訳ではない。そこで、

【2.運動制御の基本的枠組み】

図１に基本的な運動制御の枠組みを示した。

歩行には３つの側面がある2．第一の側面は正確

ﾛ薗置≦

１

な制御を必要とする運動である。これは、指や

手、腕の精綴運動と対応する精綴運動であり、

大脳皮質からの随意的な信号により駆動される

(随意的プロセス)。第二は捕食や逃避、逃走な

ど情動行動（Emotionalbehaviors）である（情

動的プロセス)。情動行動には、大脳辺縁系や

視床下部から脳幹への投射系が重要な役割を持

つ。情動行動の特徴は、行動を誘発する信号の

種類に関わらず歩行動作や筋緊張の充進など定

型的な運動パターンが誘発されることである。

一方、定常的な歩行におけるリズミカルな肢運

動と姿勢制御（姿勢反射や筋緊張の制御）を司

る基本的な神経機構は脳幹と脊髄とに存在する。
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